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開催日時：平成28年2月11日（木）　　　　10:00～12：00　
開催場所：山口県総合保健会館3階　技師会事務所
出席者：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　齋藤康博　堀　健司　大平知之　小田真一郎　　

　以上、定款第35条・38条の規定により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第37に基づく出席者の中より、議事録作成人として齋藤康博常任理事、議事録署名人として伊藤　弘、堀　健司を選出した後、次の議案を付議した。


1、 次年度の事業計画・予算案について
山内会長：次年度の事業計画を作成した。事業計画案を下記に示す。

平成28年度事業計画（案）
１．第72回　一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：平成28年5月15日（日）
開催場所： 宇部市シルバーふれあいセンター
県民公開講座：「心の健康と書について」矢田照濤
２．やまぐち元気フェアー（レントゲン週間の開催を含む）
　　開催月日：未定
開催場所：未定
３．山口県受託事業講習会の開催
　　　　胃がん部会講習会　
第1回2回　　開催月日：平成28年8月○○日（日）　開催場所：未定
第3回4回　　開催月日：平成29年2月○○日（日）　開催場所：未定
４. 定期講習会の開催
　　　　開催月日：平成28年 7月24日（日）　開催場所：徳山中央病院
　　　　開催月日：平成28年11月 13日（日）　開催場所：済生会山口総合病院
　　　　開催月日：平成29年 3月 5日（日） 　開催場所：山口大学医学部附属病院
５．地域研修会の開催（8地域）
　　　　開催日、開催場所：未定
６.　県民講座
「お父さんお母さんの健康講座」
開催日：未定、開催場所：山口県総合保健会館　　
７．全国統一講習会
　　　　開催月日：平成28年8月6日（土）～7日（日）
　　　　開催場所：未定
　　　　開催月日：平成29年1月14日（土）～15日（日）
　　　　開催場所：未定
８. フレシャーズセミナー
　　　　開催月日：平成28年  7月 10 日（日）
　　　　開催場所：未定
９．山口県内の放射線治療ビームの統一に関する活動
１０．運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）
開催月日：未定　
開催場所：未定 
１１．連絡協議会等の開催
　　　　 山口県健康福祉部との連絡協議会
開催月日：平成28年8月5日（金）予定
開催場所：山口県総合保健会館
１２．医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱
　　　　山口県より委嘱（６名）

　　山内会長：山口県内の放射線治療ビームの統一に関する活動は、昨年度全て終わっていない。今年度も継続事業とする。
小田常任理事：ホームページの作成も事業計画になるのではないか。
山内会長：追加することとする。

平成29年度予算案について
山内会長：河村常任理事が欠席である為、予算案（資料あり）について説明する。
　　　　　　　次年度の岐阜で行われる日本診療放射線技師学術大会へ出張の予算化は必要ではないか。
　　伊藤副会長：JARTは各都道府県の大会関係者の出張を何名まで認めるのか。
　　山内会長：大会長・副大会長・実行委員長の3名までは認めている。
　　伊藤副会長：今回は山口県診療放射線技師会の予算も少ないことで、予算化しない方向で考えたい。

齋藤常任理事：地域講習会費が66,407円では少ない。毎年、各地域（8地域）に1万
円を計画している。
山内会長：河村常任理事に確認をする。

山内会長：以前マンモグラフィのパンフレットを作成したが、残りも少なく、古い
　　　　　為に作成依頼があった。この費用は、健康講座の中で予算化する。
堀常任理事：健康フェアーに使用している骨密度測定装置の使用料金だが、昨年まで　　キャノンより1万円/1日で借用しており、昨年度は健康フェアーが3日間あった為3万円の支出をした。今後は社内規定により従来の料金では貸し出しできないとの事である。またGEより紹介して頂いた委託業者は4.5万/7日で、1週間単位でないと貸し出しはできないとの事だ。今年度の予算内（8万円）で実施できるように、骨密度測定装置の貸し出し業者も含め検討する必要がある。

２、総会までの予定について
　　齋藤常任理事：総会までの予定表を作成した（資料あり）。
　　　　　　　　　立候補告示：3月16日
監査：4月24日（AM）　
第1回理事会：4月24日（PM）
公示：総会開催10日前までに
役員会：5月14日
総会：5月15日　
第2回理事会：5月15日（総会終了後）

上記予定に決定した。

　　齋藤常任理事：常任理事の決算会議の開催は必要か。
山内　会長：決算書の作成は　河村理事に一任し、3月6日の理事会にて、現時点でのおおまかな決算報告をしてもらう。
昨年同様、公益事業積立資産より支出が必要になれば、それの承認が必要になる。
例年どおり、3月31日以降、決算書を作成し、4月24日に監査を受け、その後の理事会で決算の承認をするという流れで問題ない。
 

３、第34回日本診療放射線技師学術大会（山口）の大会長・副大会長・実行委員長・副実行委員長の人選について
　　山内会長：第34回日本診療放射線技師学術大会の役員案を作成した。
　　　　　　　大会長：山内秀一
　　　　　　　副大会長：三輪光良
　　　　　　　実行委員長：岩永秀幸
　　　　　　　副実行委員長：伊藤　弘
　　　　　　　会計：堀　健司
　　　　　　　実行委員：複数名
　　　　　　　



４、山口県診療放射線技師会70周年記念式典開催について
山内会長：70周年では、記念誌を作成したいが、冊子にすると高額となるので、当会のホームページに掲載する形にしたい、また配布が必要な所にはCDを作成したい。積み立ててあった公益目的事業費の残額も
確認しておく必要がある。
５、総会進行ひな形について
　　齋藤常任理事：総会の雛型（司会・議長・選任）を作成したので全員で読み合わせをして頂きたい。
　　　　　　　　　～読み合わせをおこない　誤字脱字等のチェックを実施した～
　　
　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　
　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成27年度　第1回常任理事会
議事録作成人　齋藤康博　
代表議事録署名人　堀　健司
伊藤　弘


